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マソソソ裂頭条虫Ｓかｉ７ｗＭγαｅγi"αcej

の新しい実験的終宿主について

内田明彦高島努内田紀久枝村田義彦

（昭和62年４月20日受領）

要約

岡山県産シマヘビ（EJap比９“｡γ"i7gatα）の皮下より採取したプレロセルコイドを各６週令の

ラット（SDWister)，マウス（ICR)，コットンラット，ゴールデンハムスター，チャイニーズハム

スター，スナネズミおよび８ヵ月令のネコに経口投与させた結果、４頭のゴールデンハムスターよ

り成虫が得られ，ネコで得られたマンソン裂頭条虫Spiro板０tγαｅγ伽伽と形態学的に一致した。し

かしながら産卵開始日はネコでは感染６－７日，ゴールデンハムスターでは15-20日と遅く，一日

の産卵数でもネコは平均6,630,000個に対して、ゴールデンハムスターは160,000個であった。また

終宿主体内生存期間もネコでは２年以上であったがゴールデンハムスターでは感染後85日で体外に

自然排泄された。

Keywords：Goldenhamster，Newexperimentalhost，ＳＰｉ７ｏｍｅｔ７ａｅ７ｉ"αcei

筋肉内に寄生していたものを用いた。

感染実験に用いた動物は７種で，各６週令のラット

（SDWister)，コットンラット，スナネズミ，ゴールデ

ンハムスター，チャイニーズハムスター，マウス（ICR）

およびネコ（８ヵ月令）であった。

感染方法は，プレロセルコイドを１頭当りラットへ５０

匹，マウスへ20匹，ゴールデンハムスターへ20-50匹，

チャイニーズハムスターへ20匹さらにネコへ１－１５０匹

それそれ経口的に投与し，投与後は再感染がおこらない

ように飼育した。感染７日目よりＭＯＬ法により虫卵検

査を行った。虫卵陽性の動物では産卵開始後，毎日Ｅ

ＰＧを測定し，虫卵陰性の動物は感染21日後に剖検し，

感染の有無を確認した。

終宿主内での虫体生存日数については産卵開始日より

２日毎に虫卵検査を行ない虫卵が糞便内より排泄されな

くなった日より５日後に剖検して虫体の回収を行った。

また－部の猫については，感染２年以上経過しても虫卵

の排泄がみられるため実験を続行中である。

一方，えられた虫体は0.85％生理食塩水中で充分に伸

張させた後，シャウジン氏液で固定，その後脱昇示，ア

ラムカーミン染色およびハイデンハイン鉄へマトキシソ

ン染色をおこない観察をした。さらに－部の虫体は切片

標本（ＨＥ染色）を作成した。

マンソン裂頭条虫Ｓ〆γｏｍｅｔ７ａｅｒｉ"αＭは、イヌ，ネ

コ，キツネ，タヌキ，カワウソ，トラ，ヒョウ，ライオ

ン，チーター，ジャッカル等を終宿主とすることはよく

知られている。

わが国をはじめ，世界各地でヒトより見出されるマン

ソン裂頭条虫は，第１中間宿主であるケンミヂンコ内の

プロセルコイド，あるいは第２中間宿主に寄生している

プレロセルコイドを経口的に接種することによって感染

し，マンソン孤虫症として人体内を移行し，ヒトの腸管

内では，通常，成虫にはならないとされている。しかし

現在までにヒトの成虫寄生が世界で１０例報告され（Fau-

st＆Wassell92LFaustetaL，1929，岩田ら1968,197

1,岡村ら1972，鈴木ら1982，関川ら1983,ＬｅｅｅｔａＬ

１９８４，前野ら1986)，ヒト体内でも稀に成虫になること

が知られているが，その機序は明確にされていない。

我々はマンソン裂頭条虫の実験的終宿主を検索してい

るが，今回，ゴールデンハムスターMesocγicems

α"γαtHsをはじめ７種の動物にプレロセルコイドの感染

実験を行った。その結果，ゴールデンハムスターの小腸

より成虫を得ることができた。そこでネコで得た成虫と

形態学的に比較検討を行った。

材料および方法

マンソン裂頭条虫プレロセルコイドは，岡山県内で捕

獲したシマヘビ（EJaP比９瓦αdγｍｉγgａｔα）の皮下または 成績

ゴールデンハムスタ－４頭の小腸内にそれぞれ１，１，

２，１匹の成虫体がみられた。麻布大学環境保健学部環境生物学教室
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TablelRecoveryofSeri"αceifromexperimentallyinfectedanimals
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一方，ネコにおいては全例で感染が成立し，それぞれ

１－１２３匹の成虫を得ることができた。しかし，ラット，

マウス，スナネズミ，チャイニーズ､ハムスター，コット

ンラットについては，消化管内以外の部位からプレロセ

ルコイドのみが回収された（Tableｌ)。

１．ゴールデンハムスターより得られた成虫の形態

感染１５日目より糞便内に虫卵を認めたので感染20日目

の剖検により虫体を回収した。体長は，25-65cm，最大

幅は１０－１４mmであった。また総片節数は436-754個確認

され，頭部は梶棒状で吸溝はよく発達し，長さ１．０－１１

mm，幅0.35-0.42mmであった。頚部は細長く７．０－１２０

mm，生殖原基は第80-143以降の片節にふられた。精巣，

卵黄腺は顎粒状を呈し，その分布域は子宮野の前後で左

右が連続していた。陰茎嚢は正中線上にて中央よりやや

前方にあって楕円形を呈し，陰茎は正中線よりやや側方

にあり，わずかに迂曲している輸精管に連絡している。

膣は陰茎口の直後にて生殖腔に開く。卵巣は片節後端正

中線上左右に位置し，ヒョウタン形であった。子宮はコ

イル状を呈す。生殖腔，子宮口は片節前縁よりほぼ片節

長のl/6後方に位置した。虫卵は黄褐色ラグビーポール

様で，その大きさは57-66×30-35〃ｍであった（Ｔａｂ－

Ｉｅ２)。

２．排卵状況の宿主差

感染が成立したゴールデンハムスター４例のうち，ｌ

例についてＥＰＤを計測した結果，感染１７日目に初めて

糞便内に虫卵が認められた。感染１８日目の虫卵数は，約

300,000個であったが，その後感染２５日目までは産卵数

が減少し，平均110,000個であった。しかし，その後再び

増加し,感染29日目には実験観察期間中最高値の500,000

個を数えたが，その翌日は，排卵がまったく認められな

かった。この無排卵の状態は１日のみでその後再び排卵

が認められ，その後排卵状況は増減を繰り返した。また

虫体は感染85日目に自然排泄した。一方，虫体の離脱片

節は実験期間中みられなかった。

ネコにおける排卵状況については感染６日目糞便内に

虫卵が初めて検出された。その後のＥＰＤは感染12日目

までは，１２，１６０，９，３６０，０，３，１８０，０，３０,８００，７４５，

Table２ＭｏｒｐｈｏｍｅｔｒｉｃｄａｔａｏｆＳ.ｅ〃"αcejfromgoldenhamstersandcats
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り，イヌ，ネコを終宿主とするマンソン裂頭Spi7ometγα

eγ/"αＭと形態的差異は認められなかったが，ネコにお

ける産卵開始までの日数，ＥＰＤおよび宿主内での生存

期間において異なった。今回使用したゴールデンハムス

ターは，近交系を用いたが，今後は同腹子の動物，宿主

に対する免疫性，虫体の生化学的研究あるいは岡山県産

以外の地域での調査，第２中間宿主であるシマヘビ以外

の両生類，爬虫類の検索をする必要があろう。またゴー

ルデンハムスターで成虫となるプレロセルコイドは今回

の実験から明らかなように，その数は非常に少なかった。

１０００

００５

つ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
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FiglEgg-dischargingfromcatsandhamsters
infectedwithS・emzacei．

Ｓ：Spontaneousexpulsion

2）

200個と変動箸し〈，１２日以後は急増し，感染２１日後に

は11,910,600個に達した。感染後６カ月間は最少1,563,

150個，最高15,553,913個（平均6,630,000個）であった。

感染194日目より漸次減少し，204日目には糞便１９中に

数個の虫卵が検出されたのみであった。その後排卵数は

500-1000万個となった。片節の排出は，感染325日目に

長さ30cm，３５０日目には40cmの老熟片節の排出をみた

（Fig.1）

3）

4）

5）

考察

寄生虫の多くが，非固有宿主体内でも，成虫にまで発

育し得る場合があることは古くから知られている。

マンソン裂頭条虫は，本来ネコ科およびイヌ科動物を

固有動物とする寄生虫であるにもかかわらず，非固有宿

主であるヒトでも，成虫寄生例が現在までに10例報告さ

れている。

このような現象が起こる要因として，３つのことが考

えられる。すなわち，非固有宿主の動物の中にその寄生

虫に対して感受性を有する動物が存在する場合，寄生虫

の中に本来非固有宿主であるのに感受性を有する虫体，

あるいは偶発的に寄生した場合がある。

今回，マンソン裂頭条虫の非固有宿主であるゴールデ

ンハムスターに感染させて得られた虫体は形態的特徴よ

6）

7）

8）

9）
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GOLDEN HAMSTERS AS A NEW EXPERIMENTAL FINAL HOST OF

SPIROMETRA ERINACEI

AKIHIKO UCHIDA, TSUTOMU TAKASHIMA, KIKUE UCHIDA

AND YOSHIHIKO MURATA

(Department ofEnvironmental Biology, Azabu University Sagamihara, Kanagawa 229, Japan)

Rats, cotton rats, Chinese hamsters, Golden hamsters, mice, Mongolian gerbils and cats

were experimentally infected with S. erinacei plerocercoids from the snake, Elaphe quadri-

virgata in Okayama Prefecture. Of these animals golden hamsters and cats were successfully

infected with the adult tapeworms. The prepatent and patent periods in golden hamsters

were 15 to 20 days and about 70 days, respectively.

(47)




